
  
 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

■とびら

・プレ活動

■

・文法の導入

・ペアで

■

・文法の復習

・ から へ

■

・語句・表現の導入・理解

・本文の導入・理解

・コミュニケーション活動

■

・本文導入

・語句導入・理解

・本文理解

・本文内容確認

・ウイリアムさんはどんな人物だと思

うか，意見交換

・世界を変えた少年クレイグ・キール

バーガー（ 歳）の紹介（講演：

「フリー・ザ・チルドレン・ジャパ

ン」スタッフより）

・自分にできることを考え，実行に移

す

■

・教科書（ ）①～⑨のトピックに

ついてペアで話す

・自分が話したことを英語で書く

・書いたものを発表する

・他の生徒は，聞き取り，聞き取った

ものをノートに要約を書く

（次回の授業の最初の 分で同じ

ことを繰り返す）
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実践例

 はじめに

のねらいは，教科書の記載「ひとりの

少年の生き方を通し，創意工夫や社会貢献について

関心を高める」を更に一歩前進し，「関心を高め，

行動できる」生徒を育てることにある。そのために，

のマラウイの少年の「

」を熟読する。そして，後述の世界を変えた

歳の少年の話をし，ワークショップを行う。そ

して，コミュニケーション力を高める活動を最後の

の箇所で取り組む。

 授業の流れ

時間目

デジタル教材より のとびらの写真を

テレビの画面に映し，タイトル「

」と少年の写真から教師より質問をする

この時点では，生徒に正解を告げず， の本

文の学習時まで保留しておく。 の の文法

の説明，および教科書の で「 ～」

の文法事項を学習する。その後，ペアで の

指示に従い，課題に取り組む。 度，課題を終えた

後，次のステップとして，ペアでの活動を入れる。

それぞれが生徒に何を

してもらいたいのかを口頭で言う。それを，パート

ナーが聞き，間違いないかの確認を行う。以下は，

そのやりとりを示している。

 

最後に口頭で発した文章をノートに記入し，教師

が確認をする。

でも同様に，文法説明の後， で関接疑

問文に慣れさせる。

時間目

前時の文法の復習後，教科書の の箇所

に取り組む。文法事項を学習した後の な

ので，内容は理解できており，教科書の問題を解く

には支障はない。そこで，学習を更に深めるために，

の を する。短い会話文

なので， は にならず，デジ

タル教材と同時に台詞が生徒の口から自然と出て

くるようになる。その後，口から自然と出てくる台

詞をノートに書きとる。この段階になると，文法事

項が定着し，学習した文法事項を交えた 文がスラ

スラ口から出てくる。

時間目

の語句等の導入後，本文の導入を

行い，プリント（資料 ）で内容を理解する。コミ

ュニケーションの活動としては， ア

クテイビテイアイデイア集 の「もっともっと知ろ

う！」（間接疑問文），「頼みたいことがあります」

（ 人 ～）を活用するとよい。

時間目

の導入では， 時間目で生徒にたずねた質

問をもう一度たずね，教師が簡単に答えを言うこと
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なく，本文を読んでいく中で生徒自身が答えを見つ

けていく過程を重要視する。次に内容把握のための

プリント（資料 ）を活用する。クラス全体で穴埋

めをしながら，内容理解を図る。

その後，音読の練習に移る。目標は，正しい発音，

リズムで音読できるようにすること。

①デジタル教材の音声による を聞か

せる。

②デジタル教材の後について を行う。

③個人のペースで を行う。

④ 方式で 文ずつ

を行う。

⑤ペアで 行ずつ交互に読む。

⑥ペアで一人が日本語，もう片方が英語を読む。（そ

の逆も行う）

⑦ペアで一人がランダムに日本語を読み，もう片方

が英語に訳す。（その逆も行う）

⑧教師がクラス全体に日本語を言い，生徒が英語に

訳す。

時間目

ワークシート集にある本文内容

理解のためのプリントを使用。その後，「ウイリア

ムさんは，どのような人物だと思うか。」について

ペアで意見交換を行う。その後，全体でシェアリン

グを行い，本文の内容理解を深める。

 世界を変えた少年

クレイグ・キールバーガー

時間目

教科書で学習した「 」

を他人事ではなく，より生徒自身の側に引き寄せる

べく，生徒と同年代で世界を変えようとし，友達と

自発的に活動を始め，そして大人たちを動かし，そ

の活動の舞台を世界中に持つことに至った少年の

話を紹介する。それは，可能であればその少年が創

設した団体フリー・ザ・チルドレン・ジャパンのス

タッフの方に来ていただき，ワークショップ形式の

講演をしていただくのがよい。この団体設立のきっ

かけがホームページで紹介されている。以下がその

概略である。

年，当時 歳だったクレイグくんはある新

聞記事を目にした。その内容は，イクバル・マシフ

という 歳の少年についてだった。貧しい暮らし

のため，イクバルは幼い頃に両親から引き離され工

場に売られ，週に 日， 日 時間の労働を強い

られていた。そのような環境で過ごしていた中，あ

る日 の助けで工場から脱出することができた。

その後は児童労働反対を訴える活動家としてパキ

スタンや欧米諸国など，各国をまわっていた。しか

し母国に戻った際に，彼は何者かに射殺されて亡く

なったという。

この記事を読んだクレイグは，同い年の少年の死

や彼が過ごしてきた環境との違いを知り，衝撃を受

けた。そこで，子どもの問題は自分たち子どもで取

り組もうと思い，「フリー・ザ・チルドレン（ ）」

を設立した。彼の活動は，多くの人から支持され，

参加者が増えていったという。（ ホームペー

ジ， ）

    ＝

（特技，好きな事）  問題 ＝変化

時間目

講演を聞いた後，生徒一人ひとりが自分の得意な

ことや好きなこと，今気になっている問題点などと

関係づけ，解決策を考える活動を行う。例えば，「ぼ

くは，サッカーが得意である。今，気になっている

ことはクラスで仲間に入りにくい生徒がいたり，い

じめられたりする生徒がいることである。ぼくは，

その生徒と一緒にサッカーをして友達になり，サッ

カーの仲間の輪を広げることにより，いじめをなく

していきたい。」などの例をあげると，生徒も考え

やすくなる。また，このような活動を行うことによ

り，実際に「生徒会役員として，私たちに何かでき

ることはないかな。」と覚醒する生徒が出てきた。

そして，実際に取り組んだのはペットボトルキャッ

プをある業者に送ると途上国の貧しい子ども達が

ワクチンの予防接種を受けられるようになるとい

う活動である。生徒は，このワークショップ以降常
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に「 」をキーワードとして，行動

に移すことができるようになった。この活動は，生

徒会役員が変わっても良き伝統として， 期目では

あるが未だ続いている。

 （教科書 ）

―チャットを楽しもう

時間目

教科書 の最終である「 －チャッ

トを楽しもう」では，ペアでの活動を中心に行う。

①～⑨の質問を一枚一枚のカードにし，ペアのほぼ

中心地点に束ねて置く。じゃんけんをして，勝った

ほうから一枚引き，パートナーに対してカードに記

載された質問を投げかける。パートナーは，質問に

答えるだけではなく，更に関連する情報を 文付け

加える。そして，逆にカードを引いた人に対して同

じ質問を行い，質問の答えに加えて関連情報を伝え

る。これが， （ ）

のパターンである。さらに，負荷をかけた取り組み

にしていくと

（ ）という形にし， つ目の の部分

には，自分の感想などを入れることも可能である。

つ目の の後には，更なる を付け

加え，文章を更に増やすことが可能になる。このよ

うにして，少しずつ負荷をかけながら発話量を増や

していく方法がある。また，教科書の指示にあるよ

うに は，時折会話を深めるために質問を入

れることも可能である。 の例および，

の例を下記に示したいと思う。

から始めたチャットは，徐々に と発

展し，更には の数が増えて行き，楽しくチャット

に没頭している生徒たちの姿が見られる。予め指示

を出しておくとスムーズに次の活動に移行するこ

とができるのだが，時間が来たら生徒はノートに自

分が話した内容をできるだけたくさん書く作業に

入る。教科書の指示にあるように，ペアの話の内容

も織り交ぜることとする。そして，その英作文を発

表する。英作文の例文を下記に示したいと思う。

ある生徒が発表をしている間，他の生徒はその発表

内容を聞き取り，そして内容を要約したものをノー

トに記入する。このような活動を行うことにより，

全生徒が活動に参加し，「聞く」，「話す」，「書

く」の練習を行っていることになる。
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